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      プログラム  

    
     10:00～12:00  分科会＜個別報告＞（21号館）＜報告20分、コメント5分、質疑応答5分＞  
                     第一分科会  21号館 5 階  504教室  
                     第二分科会  21号館 5 階  505教室  
                     第三分科会  21号館 5 階  507教室  
                     第四分科会  21号館 5 階  508教室  

 
12:00～13:00 理事会（4号館419教室） 

 

 

  13:00～13:30 会員総会（21号館603教室）  
  

         シンポジウム「環境影響評価」   

13:30～13:40  ＜あいさつ＞龍谷大学 学長 若原 道昭 
 

       13:40～15:40 ＜第１部 報 告＞                                    

 

  
       15:40～16:00 休 憩  
  

16:00～17:30  ＜第２部 パネルディスカッション＞ 
 

18:00～     懇 親 会（4号館地下食堂（予定）） 
～会費 5,000円 当日会場でお支払いください～ 

 

 

 
〔注意事項とお知らせ〕  
  １ 分科会とシンポジウムの詳細は、裏面を参照ください。  
 
 ２ 開催校への質問等は、下記宛にお願いします。できるかぎりメールでご連絡ください。  
    ＊メール： kankyohogakkai10@gmail.com 
    ＊ＦＡＸ： 075-645-2838（龍谷大学法学部 高村ゆかり宛であることを明記ください） 
 

 

 

＜環境三学会合同シンポジウム＞  
      日 時：2010 年 6 月 20 日（日） 
      場 所：立命館大学朱雀キャンパス 
    テーマ：環境負荷に対する規制的手法  ※詳細は別途案内予定のパンフレット参照 

第 14回  環境法政策学会  
Japan Association for Environmental Law and Policy 

2010 年 6 月 19 日（土）龍谷大学（深草キャンパス 京都市伏見区深草塚本町 67） 

mailto:kankyohogakkai10@gmail.com


 6/2/2010   

 
 

環境法政策学会  第14回学術大会プログラム  

《参加者等一部が変更になる可能性があります。》  
 
 
第一分科会 企画セッション 生物多様性〔21号館5階 504教室 司会者：磯崎博司（上智大学）〕 

①日本の生物多様性に関する法政策の課題 －ノーネットロス政策と持続可能な原材料調達－  
〔報告者：宮崎正治（跡見学園女子大学）・籾井まり（ディープグリーンコンサルティング代表）  

／コメンテーター：加藤峰夫（横浜国立大学）〕 
②里山保全について           〔磯田尚子（明海大学）／及川敬貴（横浜国立大学）〕 
③生物多様性と気候変動 REDD制度の課題（仮題）       〔古川  勉（岩手大学）〕 
④ABSの課題と展望（仮題）                  〔最首太郎（水産大学校）〕 
 
 

第二分科会 気候変動・国際法〔21号館 5階  505教室 司会者：岩間徹（西南学院大学）〕  
①コペンハーゲン合意の評価：コペンハーゲン協定とバリ行動計画の比較               

〔木村ひとみ（大妻女子大学）／西村智朗（立命館大学）〕 
②京都議定書の下での不遵守手続の検討 －ギリシャ・クロアチアの事例を中心に－ 

          〔小野貴子（国立環境研究所）／岩間 徹（西南学院大学）〕 
③地球環境条約制度における変化の比較類型論      〔上河原献二（上智大学）／阪口 功（学習院大学）〕 
④日韓における廃棄物法政策・施策の提案   

〔趙ヒジョン（上智大学大学院）・柳下正治（上智大学）／加藤久和（帝京大学）〕 
 
 
第三分科会 気候変動・国内政策〔 21館 5階  507教室 司会者：藤田八暉（久留米大学）〕  

①気候保護関係法政策・施策の提案  
〔戸田博之（神戸大学法政策研究会）／藤田八暉（久留米大学）〕  

②英国の気候変動税の負担軽減と気候変動協定  
〔片山直子（兵庫県立大学）／岩崎恭彦（三重大学）〕 

③気候変動対策としての協定制度の可能性－英国の気候変動協定についての中間報告結果および改善に向けての議論

から－             〔佐々木 哲（大阪大学大学院）／島村 健（神戸大学）〕 
④法と経済学から考える CO2排出権取引制度の構想（概要）－ COP16に向けての課題－ 

            〔島田明夫（政策研究大学院大学）／倉阪秀史（千葉大学）〕 
 
 
第四分科会 環境訴訟〔 21号館  5階  508教室 司会者：北村喜宣（上智大学）〕  

①ドイツ連邦自然保護法上の団体訴訟 －自然保護団体の協働権からの分析－ 

     〔小澤久仁男（宮崎産業経営大学）／大久保規子（大阪大学）〕 

②フランス環境法改革 －環境グルネル第一回報告書をもとに－ 

         〔兼頭ゆみ子（中央大学大学院）／伊藤 浩（愛媛大学）〕  
③公共事業裁判における立証責任の意義（公共事業の司法統制の研究） 

         〔田畑琢己（法政大学大学院）／亘理 格（北海道大学）〕  
④開発のためのアセス法から環境保全のそれへの政策転換に必要なもの－日米制度の比較法的

な考察をも踏まえた法改正への提言－〔関根孝道（関西学院大学・弁護士）／北村喜宣（上智大学）〕 
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シシンンポポジジウウムム（21号館－603）  

「環境影響評価」  
 
☆第１部 報 告☆ 司会：石野耕也（中央大学）、久保はるか（甲南大学） 
 
 13:40～14:05 環境影響評価法制定後の状況と今後の課題：浅野直人（福岡大学） 
 
 
 14:05～14:25 戦略的環境影響評価（自治体の対応を含む）：柳 憲一郎（明治大学） 
 
 
 14:25～14:45 環境影響評価条例： 勢一智子（西南学院大学） 
 
 
 14:45～15:05 環境影響評価と訴訟： 大久保規子（大阪大学） 
 
 
 15:05～15:25 国際条約と環境影響評価：児矢野マリ（北海道大学） 
 
 
 15:25～15:40 コメント：大塚 直（早稲田大学）・牛嶋 仁（中央大学） 
 

 
 15:40～16:00         ----休憩（質問票回収） ---- 
 
 
 
☆第２部 パネルディスカッション ☆ 司会：淡路剛久（早稲田大学）、礒野弥生（東京経済大学） 
 
 16:00～17:30  

パネリスト：①浅野直人（福岡大学） 
②柳 憲一郎（明治大学） 
③黒岩 努（埼玉県環境部） 
④村松昭夫（弁護士） 
⑤渡邊広志（電気事業連合会立地環境部長） 
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＜アクセスマップ＞ 

 
 
◎交通アクセス 

地下鉄「京都」駅から竹田方面へ「くいな橋」駅下車、東へ徒歩約 7分。 

JR「京都」駅から奈良方面へ「稲荷」駅下車、南西へ徒歩約 8分。 

京阪「祇園四条」駅から淀屋橋方面へ「深草」駅下車、西へ徒歩約 3分。 

 
 

＜キャンパスマップ＞ 

 
 
 

④：４号館（理事会、懇親会会場） 

⑬：２１号館（会員総会、分科会、シンポジウム会場） 


